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 具体的な取り組み（重点項目）  

この章では、前章で述べた本計画の２つの基本目標である、「みんなで支え合う地域

づくり」「新しい地域包括支援体制の確立」から、西成区の状況や課題に応じた「具体

的な取り組み」について、計画期間の 3 年間における重点項目を示していきます。 

今後、すすめていく具体的な取り組みには、「１．新たな西成区の地域福祉推進体制」

「２．地域福祉活動への参加の促進と担い手の確保」「３．要援護者の発見と地域にお

ける見守り体制の強化」「４．複合的な課題を抱えた人への支援体制の構築」の４つを

重点項目としています。 
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１．新たな西成区の地域福祉推進体制 

西成区においては、広く地域福祉の活動をすすめている「西成区地域福祉アクショ

ンプラン推進委員会」と、個別に地域課題を地域で解決し、必要に応じて市政への意

見をおこなっていく「西成区地域支援調整チーム注 13」の二つの地域福祉を推進する仕

組みがあり、また、地域、福祉施設、関係機関、行政などによるさまざまなネットワ

ークも構成されており、これらの連携による区独自の福祉システムによって地域福祉

の推進をはかってきました。 

一方で、一層複雑化・多様化・深刻化する福祉課題に対し、国においては、「我が

事・丸ごと注 1」による「地域共生社会注 2」の実現が重要であり、そのような地域づく

りを育む仕組みへと転換していく改革が必要であるとされています。 

西成区においても、「我が事・丸ごと注 1」の地域づくりをすすめ、さまざまな福祉

課題に的確に対応していくため、これまで培われたつながりを大切にしつつ、区の実

情に応じた地域福祉推進の体制強化に取り組みます。 

 

【取り組みの方向性】 

(1)地域福祉活動と福祉支援を一体的に推進する福祉システムの再構築 

(2)地域と連携する窓口（かけはし）の充実 

 

 【具体的な取り組み】 

 

取り組み 内 容 

地域と連携する 

窓口（かけはし） 

の充実 

・地域における見守り活動と、相談支援機関や福祉専門職との

連携がスムーズにすすむ体制を整備し、自ら助けを求めること

ができず、地域から孤立しがちな人を支える仕組みづくりに取

り組みます。 

総合的な支援調整の

場の開催 

・既存の相談支援の仕組みでは解決できない複合的な課題を抱

えた人に対し、さまざまな施策分野の相談支援機関や地域の関

係者が連携し支える取り組みをすすめるため、相談支援機関が

それぞれの分野を超えて連携する支援体制を構築し、その仕組

みの定着をはかります。 
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